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１　曲線  上に点，，，  をとる。ただし＞とする。次の条件を満たすの範囲を

　求めよ。　

　　条件：  上の点，  ＜＜で，が直角になるものが存在する。

 解答　，  ，，    









  

  

　　　　      

　　　　　　　　｛｝

　が直角になるのは，および＜＜から

　　　　　　　すなわち

　　　　　　  　……①　

　のときである。よって問題の条件の同値条件は，の次方程式①が

　　　　　　＜＜　

　の範囲に少なくともつ実数解をもつことである。

　　　　　　  
 



 
 



  


　とおくと，  のグラフが軸の＜＜の範囲に少なくともつ共有点を

　もつための条件を求めればよい。軸
 


の位置で場合分けする。

　　
 


すなわち……②のとき



 





 


　　　　　　  ＜……③かつ  
 ＞……④　

　　　　　　③から＞


……③

　　　　　　④から 
   ＞



よって＜

 


または

 


＜……④

　　　②，③，④の共通部分から　　……

　　＜
 


＜すなわち


＜＜……⑤のとき


 

　　　　　　 
 



  


……⑥かつ  ＞または  ＞……⑦

　　　　　　⑥から……⑥，　⑦からは任意……⑦

　　　⑤，⑥，⑦の共通部分から　


＜＜　……

　　
 


すなわち＜


……⑧のとき　

　　　　　　  ＞……⑨かつ  ＜……⑩

　　　　　　⑨から＜


……⑨，　⑩から

 


＜＜

 


……⑩　

　　　⑧，⑨，⑩の共通部分から　
 


＜



　……

　したがって，，から　　
 


＜　……答


